
振り返り と 実行
校長 竹之内 勝

１０月８日 （金 ）のハイブリッド（３年生対面と１・２年生オンライン）

前期終業式における校長講話から

今日で令和３年度の前期が終業し

ます。笑顔の皆さんと前期を充実して

終えることができ、とてもうれしく思っ

ています。前期の様々な取組の中で、

皆さん一人ひとりに大きな成果があっ

たと確信しています。保護者や地域の

方々からも

「前向きに学ぶ生徒たちの姿を感じる。」

「生徒たちにまとまりや盛り上がりがある。」

など、たくさんのお褒めの言葉をいた

だいています。

大きな成果があふれている南中と

いう環境の中で、気付いていない人も

いることと思いますが、確実に、大き

な成果が力となって、一人ひとりに身

に付いています。令和３年度前期、南

中生一人ひとりが、本当によく頑張り

ました。

南中における今年度前期の生徒ア

ンケートで、「そう思う」と肯定的に回

答した割合を、上位から順にお知らせ

します。

○ ９６．７％

挨拶がよくできている（徳 ）

○ ９１．５％

学校生活は楽しい（徳 ）

○ ８１．３％

体力テスト「中野スタンダード」

達成生徒 （体 ）

○ ６９．２％

自分の学力は向上している（知 ）

○ ６５．８％

ほぼ毎日運動している（体 ）

○ ６５．６％

相談事や悩みを相談できる（徳 ）

○ ６５．６％

家庭で毎日学習（予習）している（知 ）

○ ６１．１％

読書を 1 日１０分以上している（知 ）

割合が上位となっている内容は、南

中生の強みです。自信をもって、これ

からも学校生活を続けていきましょ

う。また、個々に振り返り、自身がどう

であったか、今後どうしていくかを決

意し、実行していきましょう。

このあと、これまでの南中での学び

が、通知表として学級担任の先生か

ら渡されます。通知表には、厳しいこ

とや耳の痛いことも書いてあるかもし

れません。しかしそれは、先生方からの

本音での励ましだと受け止め、これか

らの新たなる「振り返りと実行 」につな

げてください。２日間という短い秋休

みだからこそできる決意を胸に、後期

始業式である１０月 １１日 （月 ）、更なる

笑顔の皆さんに会えることを楽しみに

しています。

「ＦＯＲ２０５０（２０５０年に向けて）

～東京一さわやかなあいさつのできる

学校～」のもと、新しい一歩を踏み出

す秋休みとしてください。

学 校 だ よ り

芽 吹 き
教育目標

１ 自ら学び、考え、実践できる人になろう (賢く)

２ 思いやりのある、心豊かな人になろう (優 し く )

３ 心身ともに、たくましい人になろう (逞 し く )NO.142
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